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2018年11月05日 吉川レポート（2018年11月） 再び動揺した株式市場と世界経済 
2018年10月29日 揺れる豪金融業界と王立委員会の『中間報告』 

2018年11月6日 

  豪州の金融政策は中立姿勢を維持（2018年11月） 

景気は堅調に推移、失業率と物価の改善速度は緩やか 

（No.3,168） 
〈マーケットレポートNo.6,294〉 

事前の予想通り現状維持 
政策金利を1.50％に据え置き 

 豪州準備銀行（RBA）は、11月6日に開催した

金融政策決定会合で、事前の市場予想通り、政

策金利を1.50％に据え置く決定をしました。 

豪ドルは堅調に推移しよう 

（注1）データは2015年3月1日～2018年11月5日。ただし、 
           為替の直近値は2018年11月6日15時時点のもの。 
（注2）金利差は豪州－日本。金利はともに3年国債利回り。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友 
      アセットマネジメント作成 

 政策金利の据え置きは市場の予想通りでしたが、

RBAによる豪州の経済見通しが上方修正されたこ

と等から、豪ドルの対円相場はやや強含みの動き

になっています。 

【豪ドル円レートと日豪金利差】 

 公表された声明文によれば、RBAは2018年、

19年における豪州経済の予想成長率を、前回ま

での＋3％強から＋3.5％程度に上方修正しまし

た。これに合わせて失業率の見通しを、「今後数年

内に5％前後に低下」から、「2020年に4.75％近

傍まで低下」に引き下げました。 

 RBAが重視する物価については、改善基調に変

化はないとの見方を据え置きました。18年7-9月

期の消費者物価上昇率は、異常値を除外したトリ

ム平均値で測って前年同期比+1.8％と、RBAの

目標値の下限である+2％を引き続き下回りました

が、RBAは電気代等の管理費の一時的な低下に

よるところが大きいと評価しています。2019年には

＋2.25％程度に加速する見通しです。 

 景気の見通しは上方修正されたものの、「失業率、

物価の改善速度は緩やか」との見方に変更はあり

ませんでした。これを踏まえると、金融政策は当面、

現状維持が続く可能性が高いと考えられます。 

（注）消費者物価指数は2013年1-3月期～2018年7-9月期。 
       消費者物価指数は異常値をつけた項目を除外したトリム平均 
         値。政策金利は2013年3月31日～2018年11月6日。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友 
      アセットマネジメント作成 

 豪州の景気が拡大基調にあること、RBAの金融政

策が中立姿勢を維持しているのに対して、日銀は

緩和姿勢を継続していること等を踏まえると、豪ド

ルは概ね底堅い展開が見込まれます。ただし、中

国の景気動向や、米国の保護主義的な通商政

策には注意を払う必要があると考えられます。 

経済見通しを上方修正 

失業率、物価は緩やかに改善 

【消費者物価指数と政策金利】 

https://www.smam-jp.com/market/report/keyword/asia_oceania/key181029as.html
https://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/global/news181105gl.html

